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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期累計期間におけるわが国の経済は、政府による経済政策や日銀の金融緩和政策を背景に、円安や株

高が継続し、企業収益や雇用情勢が改善するなど、緩やかな景気回復の兆しが見えてきたものの、円安による物価

の上昇や、消費税率引き上げによる個人消費の鈍化が長期化しており、先行きは未だ不透明な状況であります。

このような状況のもと、当第１四半期累計期間の売上高は、1,179,487千円（前年同四半期比11.2％減）となり

ました。

　販売費及び一般管理費は886,606千円（前年同四半期比1.4％増）となり、営業損失は73,698千円（前年同四半期

は23,956千円の営業利益）、経常損失は73,658千円（前年同四半期は24,880千円の経常利益）となりました。

　また、当第１四半期累計期間の四半期純損失は、894千円（前年同四半期は11,722千円の四半期純利益）となり

ました。

　なお、当社が営むホテル業は、第４四半期に宴会（婚礼）需要が強く、売上高が多く計上される傾向がありま

す。

セグメント別の業績は以下のとおりであります。

（ホテル事業）

ホテル事業の当第１四半期累計期間の業績は、売上高1,165,567千円（前年同四半期比11.0％減）、営業損失

80,828千円（前年同四半期は13,171千円の営業利益）となりました。

　なお、主な部門別の売上高は、宿泊部門298,417千円（前年同四半期比8.3％増）、レストラン部門344,129千円

（前年同四半期比3.9％増）、宴会部門418,584千円（前年同四半期比29.9％減）となりました。

（不動産賃貸事業）

不動産賃貸事業の当第１四半期累計期間の業績は、売上高13,919千円（前年同四半期比26.0％減）、営業利益

7,129千円（前年同四半期比33.9％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

資産合計は11,911,930千円（前事業年度末比449,723千円減）となりました。

主な要因は現金及び預金269,874千円の減少や、売掛金84,235千円の減少、有形固定資産67,106千円の減少などであ

ります。

（負債）

負債合計は4,005,175千円（前事業年度末比424,641千円減）となりました。

主な要因は買掛金196,771千円の減少や、未払賞与57,500千円の減少などであります。

（純資産）

純資産合計は7,906,755千円（前事業年度末比25,082千円減）となりました。

主な要因は利益剰余金29,919千円の減少や、その他有価証券評価差額金5,151千円の増加であります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

当期の業績予想につきましては、当第１四半期累計期間において概ね計画通り推移しているため、平成27年１月

15日に公表しました「平成26年11月期 決算短信[日本基準](非連結)」から変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。

３．継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。

決算短信 （宝印刷）  2015年04月07日 09時59分 3ページ （Tess 1.40 20131220_01）



株式会社ホテル、ニューグランド(9720) 平成27年11月期 第１四半期決算短信[日本基準]（非連結）

4

４．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成26年11月30日)

当第1四半期会計期間
(平成27年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,660,977 1,391,103

売掛金 286,987 202,751

原材料及び貯蔵品 80,692 80,620

繰延税金資産 130,933 81,309

未収還付法人税等 52,908 31,222

未収還付消費税等 68,413 42,748

その他 39,705 38,871

貸倒引当金 △860 △610

流動資産合計 2,319,759 1,868,017

固定資産

有形固定資産

建物 9,552,110 9,552,110

減価償却累計額 △3,857,698 △3,905,300

建物（純額） 5,694,411 5,646,809

土地 2,972,803 2,972,803

その他 7,181,888 7,199,519

減価償却累計額 △6,128,242 △6,165,378

その他（純額） 1,053,646 1,034,140

建設仮勘定 58,472 58,472

有形固定資産合計 9,779,332 9,712,225

無形固定資産 59,986 61,197

投資その他の資産 202,576 270,489

固定資産合計 10,041,895 10,043,912

資産合計 12,361,654 11,911,930

負債の部

流動負債

買掛金 438,186 241,415

1年内返済予定の長期借入金 300,000 300,000

未払賞与 116,800 59,300

前受金 150,782 150,874

ポイント引当金 2,378 2,410

その他 377,014 191,570

流動負債合計 1,385,162 945,570

固定負債

長期借入金 1,200,000 1,200,000

再評価に係る繰延税金負債 586,351 586,351

退職給付引当金 817,986 836,046

役員退職慰労引当金 152,449 149,338

その他 287,868 287,868

固定負債合計 3,044,654 3,059,605

負債合計 4,429,816 4,005,175
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(単位：千円)

前事業年度
(平成26年11月30日)

当第1四半期会計期間
(平成27年２月28日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,455,000 3,455,000

資本剰余金 3,363,010 3,363,010

利益剰余金 607,748 577,828

自己株式 △25,296 △25,610

株主資本合計 7,400,462 7,370,228

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 16,924 22,075

土地再評価差額金 514,451 514,451

評価・換算差額等合計 531,375 536,526

純資産合計 7,931,837 7,906,755

負債純資産合計 12,361,654 11,911,930
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（２）四半期損益計算書

第１四半期累計期間

(単位：千円)
前第１四半期累計期間
(自 平成25年12月１日
　至 平成26年２月28日)

当第１四半期累計期間
(自 平成26年12月１日
　至 平成27年２月28日)

売上高 1,328,530 1,179,487

売上原価 430,268 366,580

売上総利益 898,261 812,907

販売費及び一般管理費 874,304 886,606

営業利益又は営業損失（△） 23,956 △73,698

営業外収益

受取利息 55 63

受取配当金 634 634

その他 270 937

営業外収益合計 960 1,635

営業外費用

支払利息 - 1,550

その他 37 43

営業外費用合計 37 1,594

経常利益又は経常損失（△） 24,880 △73,658

特別利益

補助金収入 - 76,446

特別利益合計 - 76,446

特別損失

固定資産除却損 20 0

特別損失合計 20 0

税引前四半期純利益 24,860 2,787

法人税、住民税及び事業税 22,888 17,197

法人税等調整額 △9,751 △13,515

法人税等合計 13,137 3,681

四半期純利益又は四半期純損失（△） 11,722 △894
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第１四半期累計期間(自 平成25年12月１日 至 平成26年２月28日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

報告セグメント

調整額
四半期損益計算
書計上額（注）ホテル事業 不動産賃貸事業 計

売上高

　外部顧客への売上高 1,309,712 18,818 1,328,530 - 1,328,530

　セグメント間の内部売上高
- - - - -

　又は振替高

計 1,309,712 18,818 1,328,530 - 1,328,530

セグメント利益 13,171 10,785 23,956 - 23,956
(注) セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と一致しております。

Ⅱ 当第１四半期累計期間(自 平成26年12月１日 至 平成27年２月28日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

報告セグメント

調整額
四半期損益計算
書計上額（注）ホテル事業 不動産賃貸事業 計

売上高

　外部顧客への売上高 1,165,567 13,919 1,179,487 - 1,179,487

　セグメント間の内部売上高
- - - - -

　又は振替高

計 1,165,567 13,919 1,179,487 - 1,179,487

セグメント利益又は損失（△） △80,828 7,129 △73,698 - △73,698
(注) セグメント利益又は損失（△）は、四半期損益計算書の営業損失（△）と一致しております。
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(重要な後発事象)

１ 法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正

「所得税法等の一部を改正する法律」（平成27年法律第９号）が平成27年３月31日に公布され、平成27年４月１

日以後に開始する事業年度から法人税率等の引下げ等が行われることとなりました。これに伴い、繰延税金資産及

び繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率は従来の35.6％から平成27年12月１日に開始する事業年度に解消が

見込まれる一時差異については33.0％に、平成28年12月１日に開始する事業年度以降に解消が見込まれる一時差異

については、32.2％となります。

この税率変更により、繰延税金資産（繰延税金負債の金額を控除した金額）が7,518千円、再評価に係る繰延税金

負債が55,999千円それぞれ減少し、その他有価証券評価差額金が1,165千円、土地再評価差額金が55,999千円、法

人税等調整額が8,684千円それぞれ増加いたします。

２ 耐震工事費負担額に関する協定書の締結

（１）協定の目的

当社が2014年６月から９月にかけて実施したホテル本館建物の耐震工事について、当社と横浜市の工事費用

の負担額を確定するため。

（２）相手先の名称

横浜市

（３）協定書締結の時期

平成27年３月31日

（４）協定の内容

横浜市は当社が実施したホテル本館建物の耐震工事のうち、建物・建物附属設備321,812千円に相当する金額

を負担し、横浜市負担額については取得した資産から控除する。これに伴い当社は当該資産の帳簿価額を控除

する。

（５）損益に与える影響

損益への影響はありません。
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